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［ 招待講演 ］

ユーザブルセキュリティ・

プライバシー研究の可能性

長谷川 彩子†

高度な ICT 技術が実システムに導入される一方で，それら技術の意図とユーザの認識・行動と

の間に齟齬があることが技術誤用の要因や技術普及の阻害要因となっている．ユーザブルセキ 

ュリティ・プライバシーと呼ばれる研究分野では，ICT 技術のセキュリティ・プライバシー側

面に対するユーザの認識・行動を理解してその知見を実システムに反映する研究が行われてい

る．当該研究分野は，セキュリティ・プライバシーの最難関国際会議における採択本数が増加

するなど，その重要性が認識され存在感が増している．本講演では，当該研究分野の概要を紹

介し，当該研究分野の技術が実システムや実社会を改善する可能性について議論する．また，

講演者のこれまでの研究事例を通じて，当該研究分野の方法論を紹介する．具体的には，オン

ラインアカウントに対するユーザのプライバシー認識，およびフィッシング攻撃に対するユー

ザのセキュリティ行動に関する研究事例を取り上げる．
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